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長寿医療研究開発費 ２０２３年度 総括研究報告（総合報告） 

 

要介護者・認知症者と家族の重度化予防・予後改善に資するコホート構築のための 

学際的基盤研究（２１－１７） 

 

主任研究者 斎藤 民 国立長寿医療研究センター 老年社会科学研究部（部長） 

 

研究要旨 

本研究では要介護者・認知症者と家族の重度化予防・予後改善要因を認知症等の疾患管

理や心身機能保持、介護環境、生活習慣、社会生活も含め包括的に検証するための学際的

コホート構築を行った。3 年間の研究期間において、（１）軽度要介護認定者（要支援 1～

要介護 1）とその家族を対象とするベースラインデータの取得、また調査項目に関連し

て、（２）介護サービスへの意思決定参画の検討、（３）介護負担尺度の作成を行った。本

コホートは、将来的には、要介護認定前から死亡までの公的データと新規認定時から死亡

までの調査データの突合によるデータ構築を行い、重度化リスクを包括的要因から特定す

る。さらに本人と家族を対象とするケアの開発・検証や経済的評価まで実施する長期研究

を計画し、厚生労働省の LIFE 構築や保険者による介護保険事業実施等、科学的介護の推

進に有用な知見の提供を志向する。 

   

 主任研究者 

  斎藤 民   国立長寿医療研究センター 老年社会科学研究部（部長） 

 分担研究者 

  中川 威   国立長寿医療研究センター 老年社会科学研究部（主任研究員） 

  岡橋 さやか 国立長寿医療研究センター 老年社会科学研究部（主任研究員） 
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  金  雪瑩  国立長寿医療研究センター 老年社会科学研究部（研究員） 
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Ａ．研究目的 

要介護認定軽度認定者（要支援～要介護 1 程度）が急増し、重度化予防が急務である。軽

度認定者の重度化予防を介護保険サービスのみから解決するには限界があり、認知症等の

疾患管理や心身機能保持、介護環境、生活習慣、社会生活も含めた包括的検証から広く支援

を再構築する必要がある。とりわけ認知機能低下症状を有する人の重度化リスクは高い可

能性が報告され（Lin et al., 2017）、多彩な学問領域から本人とともに介護うつ等家族要因、

専門職との関わりも含めたリスク特定が急務と考える。国内には一般高齢者対象の大規模

コホートはあるが、軽度要介護者を対象に包括的検討を可能とするコホートは知る限りみ

られない。 

上記を踏まえ、要介護者・認知症者と家族の重度化予防・予後改善要因を包括的に検証

するための学際的コホート構築を目指す。さらに、将来的には、本人と家族を対象とするケ

ア検証や経済的評価まで実施する長期研究を計画する。これらの計画を視野に入れ、本研究

では、要介護者・認知症者と家族を対象とするベースラインデータ取得と解析を目的とする。 

 

 

Ｂ．研究方法 

（１）研究開始当初全体計画 

対象者  

重度化予防を念頭に基本的に要支援～要介護1程度の軽度認定者とする。認知症者が少

なからず含まれることを想定し、調査内で認知機能を測定するが、認知症に関する情報

の取得方法（調査、レセプト、認定情報等）の詳細は引き続き検討する。 

 

コホートの特徴 

図1に、コホートの特徴を示す。特記すべき特徴は以下の通りである。 

・医療・介護の給付データ、健診データ、要介護認定情報、死亡等の公的データ突合を

行う。さらに将来的には重度化予防のための地域づくり評価指標も突合する。これによ

り重症化予防・予後改善のアウトカムについて包括的項目との関連を解析できる。 

・経時的に対象者への追跡調査を実施する。これにより公的データでは追跡できない心

身機能、心理変数、生活状況の変化とその要因を解析できる。 

・要介護者・認知症者と家族の双方のデータを得てペアの解析を行う他、担当する介護

支援専門員データも突合し、ケアマネジメントが本人や家族にもたらす影響も解析する。 

・重度化予防のための介入プログラム開発も同時に実施し、将来的にはサブコホート内

での検証を念頭に置いている。 
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図 1 コホートの特徴 

将来的展望 

・各重度化リスクを特定するだけでなく、「どの要因の改善（軽減）が社会全体にもたらす

インパクトが大きいのか」といった人口寄与危険割合や経済効果の算出、ケアプログラム検

証までを視野に入れた長期的研究を実施する。 

・本研究成果をもとに多機関共同による複数地域での大規模実施を志向する。 

 

（２）コホート構築のためのベースラインデータ取得 

1. 調査対象地域と対象者 

調査対象地域は、愛知県知多北部 4 市町（東海市、知多市、大府市、東浦町）とした。対

象地域と調整し、郵送調査、会場調査、訪問調査を実施予定であり、本人－家族ペアと独居

者の双方が解析可能なケース数を確保するよう設計した。本人票、家族票を用い、本人票で

は認知機能、生活機能、心身機能、well-being、疾患、住環境、ライフスタイル、社会生活、

サービス利用、介護状況などを含み、家族票では、心身機能、well-being、介護ストレス、

社会生活などを含む。 

対象者は、対象地域に地域在住で、調査実施から過去 1 年間で新規の軽度要介護認定（要

支援 1～要介護 1）を受けた要介護者本人とその家族とした。 

 

2. パイロット調査 

 追跡時点で要介護度が重度化した調査参加者では、本人評価を取得することが困難にな

ると考えられる。本人評価が収集できない場合にも収集可能な代理人評価を利用すること

で追跡データの取得が可能となることから、本人評価と代理人評価が一致する調査項目を

特定し、使用可能な項目を選定するために、パイロット調査を実施した。 
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パイロット調査は、2023 年度に 1 市（大府市）を対象に、要介護者本人と家族を対

象に訪問面接により行った。なお、要介護者本人の認知機能による結果の違いを検討す

るために DASC-8（認知・生活機能質問票）による認知機能評価も併せて実施した。 

 

3. 本調査 

 対象地域の自治体と研究協定・覚書を締結後、要介護認定データを受領し、新規の軽度

要介護認定者の同定と、パイロット調査対象者・死亡・転居等での調査非該当者の除外を

通じ、対象者名簿の作成を行う。調査対象者には、郵送調査により自記式調査票への回答

依頼を行い、また大府市・東浦町在住の者には併せて訪問面接調査の希望を聴取し、希望

者に対して会場（国立長寿医療研究センター）または自宅での訪問面接調査を行った。 

調査は、本人票と家族票を用いて行われ、同居家族がいる場合は家族評価も同時に行

い、独居など家族が不在の場合は本人評価のみを実施した。 

 

（３）介護サービス利用の意思決定への参画と予後の検討 

コホート調査で取得する項目としての介護サービス利用についての要介護者の意思決定

参画を検討するに先立ち、意思決定参画と予後（認知機能低下）との関連性について二次

データ解析を行い、その予測妥当性を検討した。 

使用データは，東京大学社会科学研究所附属社会調査・データアーカイブで公開されてい

る「日米 LTCI 研究会東京・秋田調査」の個票データである。この調査は、東京都葛飾区

と秋田県大館市の 65 歳以上地域在住要介護・要支援認定者と主介護者を対象としたパネ

ル調査で、2003 年から 2007 年にかけて 2 年毎に計 3 回調査が実施されている。 

まず、第 1 回(2003 年)調査の在宅要介護高齢者本人と主介護者のペアの回収票で使用変

数に欠損のない 643 組を分析対象として、介護の意思決定への参画に関連する要因を横断

的に検討した。先行研究の知見から抽出された本人・主介護者要因を独立変数、意思決定

関与の有無を従属変数とする多重ロジスティック回帰分析を行った。 

次に、2 年間の縦断データを用いて、在宅要介護高齢者の介護の意思決定への参画が認

知機能に及ぼす影響を縦断的に検討した。第 1 回調査時にペアで回答があり，本人の認知

機能低下がみられず，第 2 回(2005 年)調査に回答があって使用変数に欠損のない 219 組を

分析対象とした。意思決定関与の有無を独立変数とし，認知機能低下有無を従属変数とす

る多重ロジスティック回帰分析を行った。 

 

（４）コホートで調査可能な評価尺度（介護負担尺度）の作成 

ベースラインデータの取得に向け、調査項目として予定している家族の介護負担等の介

護状況の評価尺度について、調査実施可能性を担保した短縮版の作成を行った。インター

ネット調査を用いて、在宅介護を行う家族介護者をリクルートし、多次元的な介護負担尺

度である Caregiver Reaction Assessment 日本語版(CRA-J; Misawa et al., 2009)などの回
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答データを収集した。各下記項目おいて因子負荷量の高い項目を選定し短縮版の作成を行

い、確証的因子分析によりそのモデル適合性を検討するとともに、それぞれ外的基準尺度

との相関分析を行い基準関連妥当性の検証を行う分析手続きを検討した。 

 

（倫理面への配慮） 

 全ての研究は、国立長寿医療研究センター倫理・利益相反審査委員会の承認のもと実施

した（承認番号：1680、1740）。 

 

 

Ｃ．研究結果 

（１）コホート構築のためのベースラインデータ取得 

 愛知県知多北部 4 市町の地域在住で、新規に軽度要介護認定（要支援 1～要介護 1）を

受けた高齢者とその家族を対象に、コホート構築のためのベースラインデータの取得を行

った。2023 年 10 月～2024 年 3 月にかけて、郵送および訪問面接により、身体、社会、

心理的変数を含む包括的な調査を実施し、合計 615 人の要介護高齢者の郵送調査データお

よび 81 人の訪問面接調査データを取得した。訪問面接調査データのうち、要介護者と家

族の 42 組のペアデータを取得ができた。また、少数のパイロット調査データを用いた検

討では、要介護高齢者本人と家族の回答一致率から、要介護者の身体的健康や一部の社会

的側面、過去のライフイベントについては家族による代理回答が利用可能である結果が得

られた。本結果の一部は日本発達心理学会第 35 回大会にて報告した（中川他, 2024）。 

 

（２）介護サービス利用の意思決定参画と予後の関連 

 介護の意思決定への関与に関連する要因を横断的に検討した結果、要介護者の要介護

度、介護者における本人の意向への尊重が有意に関連した。また、要介護者と介護者の関

係性が、意思決定への関与に関連を示す傾向にあった。 

 また、介護の意思決定への関与がその後の認知機能に及ぼす影響を縦断的に検討した結

果、非常に関与している者と比べて、希望するケアが明確でない者は、認知機能が低下す

るリスクが高かった。 

 以上の結果は、原著論文として国際誌にて発表を行った（Komatsu A, et al., 2022; 

Komatsu A, et al., 2023）。 

 

（３）コホートで調査可能な評価尺度（介護負担尺度）の作成 

最終的に、934 人の在宅介護者のデータを取得した。5 つのサブドメインについて因子

負荷量が高い項目をそれぞれ 2 項目選択し、10 項目から成る短縮版（CRA-J-10）を作成

した。確証的因子分析により良好なモデル適合性が示され、高い内的整合性も確認され

た。CRA-J-10 は原尺度の CRA-J との高い相関関係を示し、また ZARIT 介護負担尺度な
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どの外的基準となる他の評価指標との良好な相関が確認できたことから、本尺度の同時妥

当性が明らかになった。本研究結果は、国際誌にて報告されている（Noguchi T. et al., 

2024）。 

 

 

Ｄ．考察と結論 

研究期間 3 年間のうちに、研究デザインと調査項目の精査、自治体との研究協定・覚書

の締結、自治体からの公的データの受領および本調査の実施による軽度要介護者のコホー

ト構築のためのベースライン調査を実施した。 

本研究により、4 市町における 615 人の軽度要介護認定高齢者の身体的、社会的、心理

的側面に関する調査データを、また訪問面接調査を通じ 81 人の調査データと、42 組の要

介護者本人と家族介護者のペアデータを取得できた。加えて、その調査項目として、要介

護の重度化に関連する介護サービス利用への意思決定参画を同定し、ベースラインの調査

項目に含めた。また、介護負担尺度の短縮版を開発し、ベースラインの家族介護者の調査

項目に含めた。一方で、介護支援専門員を対象にした調査データは引き続き検討し、デー

タリンケージを計画している。 

なお、ベースラインデータは、2023 年度と 2024 年度の 2 期に分けて取得する計画であ

り、今後は追加のベースラインデータの取得によるサンプルサイズの拡大と、介護レセプ

トデータの突合を通じたその後の死亡や入所、要介護度の変化、介護サービス利用等の追

跡データの構築、さらには郵送および訪問面接調査の繰り返し実施による身体的、社会

的、心理的項目のパネルデータ化を通じて、要介護の重度化予防・予後改善に資するコホ

ートを構築していく予定である。 

 

 

Ｅ．健康危険情報 

 該当なし 
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57. 中川威,小林江里香.人生満足感の軌跡の世代差. 第 65 回日本老年社会科学会大会.2023

年 6 月 17 日（神奈川県横浜市） 

58. 小松亜弥音,斎藤民,平川仁尚,高梨早苗,尾之内直美,水島俊彦,島田千穂,石山麗子,会田薫

子,三浦久幸.療養場所別の認知症者に対する意思決定支援の実施状況.第 65 回日本老年

社会科学会大会.2023 年 6 月 17 日.（神奈川県横浜市） 

59. 野口泰司,中川威,小松亜弥音,尚爾華,村田千代栄,斎藤民.認知症スティグマ評価尺度の

短縮版の作成.第 65 回日本老年社会科学会大会.2023 年 6 月 17 日.(神奈川県横浜市） 

60. 小松亜弥音,斎藤民,平川仁尚,高梨早苗,尾之内直美,水島俊彦,島田千穂,石山麗子,会田薫

子,三浦久幸.療養場所別の認知症者に対する意思決定支援の実施状況.第 33 回老年学会

総会.2023 年 6 月 16 日.（神奈川県横浜市）  

61. Okahashi S,Shindo Y,Ishida A,Komatsu A,Noguchi T,Jin X,Nakagawa T,Saito 

T.Implementation of dyadic community-based non-pharmacological interventions 

for family caregiver-older care recipient: A questionnaire survey.International 

Association of Gerontology and Geriatrics(IAGG) Asia/Oceania Regional Congress 

2023.June 13 2023（Yokohama,Japan） 
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62. Nakagawa T.Psychological adaptation to life adversities International Association 

of Gerontology and Geriatrics (IAGG) Asia/Oceania Regional Congress 2023.June 

14 2023.（Yokohama,Japan） 

63. Noguchi T,Erhua S.Art engagement and positive psychological well-being among 

community-dwelling older adults in Japan: A cross-sectional study. 

64. International Association of Gerontology and Geriatrics (IAGG) Asia/Oceania 

Regional Congress 2023.June 14 2023.（Yokohama,Japan）  

65. Erhua S,Noguchi T.Association between beauty consciousness and subjective well-

being among older females: A cross-sectional study. 

66. International Association of Gerontology and Geriatrics (IAGG) Asia/Oceania 

Regional Congress 2023.June 14 2023.（Yokohama,Japan） 

67. Komatsu A,Noguchi T,Nakagawa T,Jin X,Okahashi S,Saito T,Miura H.Narrative 

literature review of intervention studies on support for decision-making in people 

with dementia.International Association of Gerontology and Geriatrics (IAGG) 

Asia/Oceania Regional Congress 2023.June 13 2023.（Yokohama,Japan）  

68. Komatsu A.Potentially Effective Interventions Against Gender Inequality

（ Symposium: Gender disparities in long-term care and its modifiable 

factors. )International Association of Gerontology and Geriatrics (IAGG) 

Asia/Oceania Regional Congress 2023.June 13 2023.（Yokohama,Japan） 

69. Noguchi T.Gender differences in burden and service use among informal caregiver 

in long-term care.International Association of Gerontology and Geriatrics (IAGG) 

Asia/Oceania Regional Congress 2023.June 13 2023.（Yokohama,Japan） 

70. Jin X.Gender differences in long-term care expenditure and utilization. 

71. International Association of Gerontology and Geriatrics (IAGG) Asia/Oceania 

Regional Congress 2023.June 13 2023.（Yokohama,Japan） 

72. Fujihara S,Noguchi T,Jeong S,Ide K,Wakui T,Kondo K,Ojima T.Development of an 

instrument for age- and dementia-friendly cities: The Japan Gerontological 

Evaluation Study.International Association of Gerontology and Geriatrics (IAGG) 

Asia/Oceania Regional Congress 2023.June 12 2023.（Yokohama,Japan） 

73. Jin X, Komatsu A, Noguchi T, Nakagawa T, Okahashi S, Saito T.Nursing home 

characteristics associated with caregiver turnover in Japan.International 

Association of Gerontology and Geriatrics (IAGG) Asia/Oceania Regional Congress 

2023.June 12 2023.（Yokohama,Japan） 

 

2022 年度 

74. 金雪瑩.介護サービスの利用および介護費における性差.日本社会関係学会, 第 3 回研究
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大会.2023 年 3 月 19 日（千葉県千葉市） 

75. 野口泰司.家族介護者における介護負担とサービス利用の性差.日本社会関係学会, 第 3

回研究大会. 2023 年 3 月 19 日（千葉県千葉市） 

76. 小松亜弥音.既存政策・プログラムが性差軽減に資する可能性の検討.日本社会関係学会, 

第 3 回研究大会. 2023 年 3 月 19 日（千葉県千葉市） 

77. 金雪瑩, 野口泰司, 小松亜弥音, 金森万里子, 斎藤民. 介護における性差の研究動向と

課題：サービス利用および介護資金に着目して.日本社会関係学会第 3回研究大会. 2023

年 3 月 19 日（千葉県千葉市） 

78. Seiyama A, Miura T, Okahashi S, Konishi N, Monte C．Studies on early detection 

of sleep-onset signal during driving. 日本生理学会第 100 回記念大会. 2023 年 3 月

14-16 日.（京都府京都市） 

79. 中川威, 野口泰司, 小松亜弥音, 金雪瑩, 岡橋さやか, 斎藤民．新型コロナウイルス感染

症流行に伴う生活満足感の変化.日本発達心理学会第 34 回大会.2023 年 3 月 3 日（大阪

府茨木市） 

80. 渡邉良太, 斉藤雅茂, 上野貴之, 井手一茂, 辻大士, 斎藤民, 近藤克則. 死亡前 3年間の

介護サービス給付費のトラジェクトリ：9 年間の縦断研究. 第 33 回日本疫学会学術総

会．2023 年 2 月 1 日（静岡県浜松市） 

81. 小嶋雅代, 渡邉良太, 安岡実佳子, 竹内研時, 斎藤民, 寺部健哉, 小嶋俊久, 尾島俊之, 

近藤克則. 地域在住高齢者における関節リウマチの診断とフレイル、社会的背景に関 

する検討：JAGES 横断研究. 第 33 回日本疫学会学術総会.2023 年 2 月 1 日（静岡県

浜松市） 

82. 水田明子, 尾島俊之, 斎藤民, 近藤克則. 外出好き/家好きで介護開始後の主感的健康感

悪化リスクは異なるか？第 33 回日本疫学会学術総会.2023 年 2 月 1 日（静岡県浜松

市） 

83. 村田千代栄, 中村廣隆, 野口泰司, 斎藤民．グループプログラムが高齢者に与える効果

～混合研究法を用いた検討．第 33 回日本疫学会学術総会．2023 年 2 月 1 日 （静岡県

浜松市） 

84. 野口泰司, 藤原聡子, 鄭丞媛, 井手一茂, 斎藤民, 近藤克則, 尾島俊之.高齢者にやさし

いまちは家族介護負担による抑うつを軽減するか：JAGES．第 33 回日本疫学会学術

総会．2023 年 2 月 1 日 （静岡県浜松市） 

85. 野木村茜,大谷隆浩,野口泰司,中川弘子,渡邉美貴,山田珠樹,鈴木 貞夫.多世代同居と主

観的健康感の関連.第 33 回日本疫学会学術総会.2023 年 2 月 1 日.（静岡県浜松市） 

86. 木下彩栄, 岡橋さやか.認知症患者の見える世界を理解し、生活を支える. 第 41 回日本

認知症学会学術集会・第 37 回日本老年精神医学会合同大会．2022 年 11 月 25-27 日

（東京都千代田区） 

87. 黒田佑次郎, 杉本大貴, 佐藤健一, 中川威, 斎藤民, 野口泰司, 小松亜弥音, 内田一彰, 
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小野玲, 荒井秀典, 櫻井孝．もの忘れ外来受診者における意欲の指標と生命予後との関

連：NCGG-STORIES．第 41 回日本認知症学会・第 37 回日本老年精神医学会合同大

会 2022 年 11 月 25-27 日（東京都千代田区） 

88. 野口泰司, 林尊弘, 窪優太, 冨山直輝, 越智亮, 林浩之．新型コロナウイルス感染症流行

下における独居高齢者の抑うつリスクに対する非対面交流の緩和影響：縦断研究．第 9

回予防理学療法学会学術大会．2022 年 11 月 19-20 日（東京都北区）  

89. Nakamoto I, Murayama H, Takase M, Muto Y, Saito T, Tabuchi T. Association 

between increased caregiver burden and mental health during the COVID-19 

pandemic in Japan. The Gerontological Society of America(GSA) 2022 Annual 

Scientific Meeting. Nov 2-6 2022 （Indianapolis,USA） 

90. Komatsu A, Nakagawa T, Noguchi T, Saito T．Involvement in Care Decision-Making 

and Adverse Outcome Onset in Community-Dwelling Care Recipients in  Japan．

The Gerontological Society of America(GSA) 2022 Annual Scientific Meeting．Nov 

2-6 2022(Indianapolis,USA) 

91. Noguchi T, Nakagawa T, Komatsu A, Erhua S, Murata C, Saito T．Interactions with 

People with Dementia, Learning Experiences, and Public Stigma Against Dementia．

The Gerontological Society of America(GSA) 2022 Annual Scientific Meeting．Nov 

2-6 2022(Indianapolis,USA) 

92. Nakagawa T, Noguchi T, Komatsu A, Okahashi S, Saito T．Changes in Life 

Satisfaction During the First Year of the COVID-19 Pandemic: A Longitudinal 

Study of Japanese Adults．The Gerontological Society of America(GSA) 2022 Annual 

Scientific Meeting．Nov 2-6 2022(Indianapolis,USA) 

93. 木下彩栄,岡橋さやか.認知症患者の見える世界を理解し,生活を支える.第 41 回日本認

知症学会学術集会/第 37 回日本老年精神医学会.2022 年 10 月 26 日.(東京都千代田区） 

94. 村田千代栄, 野口泰司, 中村廣隆, 斎藤民．ポジティブ心理学を応用したグループプロ

グラムが高齢者の認知機能に与える効果．第 81 回日本公衆衛生学会総会．2022 年 10

月 7-9 日.（山梨県甲府市） 

95. 斎藤民, 野口泰司, 中川威, 小松亜弥音, 村田千代栄．一般成人における認知症者の社

会参加に対する支援意識とその関連要因．第 81 回日本公衆衛生学会総会．2022 年 10

月 7-9 日（山梨県甲府市） 

96. 村田千代栄, 野口泰司, 中村廣隆, 斎藤民.ポジティブ心理学を応用したグループプロ

グラムが高齢者の認知機能に与える効果.第 81 回日本公衆衛生学会総会.2022 年 10 月

7-9 日.（山梨県甲府市）      

97. 林尊弘,野口泰司,窪優太.COVID-19 流行下における地域在住高齢者の運動機能低下に

対する余暇活動の緩和影響.第 81 回日本公衆衛生学会総会.2022 年 10 月 7-9 日.（山梨

県甲府市） 



26 
 

98. 野口泰司,柿崎真沙子,金雪瑩,村山洋史,丹治史也,田淵貴大,斎藤民.家族介護者の介護終

了後のメンタルヘルスの経過と近隣との社会関係：中高年者縦断調査.第 81 回日本公

衆衛生学会総会.2022 年 10 月 7-9 日.（山梨県甲府市） 

99. 金雪瑩,小松亜弥音,野口泰司,中川威,斎藤民.特別養護老人ホームにおける介護職の離職

に関連する施設特徴.第 81 回日本公衆衛生学会総会.2022 年 10 月 7-9 日.（山梨県甲府

市） 

100. 野口泰司.アフターセッション 「遠隔的な写真・動画共有による別居家族との交流促進

の 中高齢者の心理社会的健康影響：a feasibility study」.第 1 回日本老年療法学会学

術集会.2022 年 10 月 1-2 日.（沖縄県国頭郡恩納村） 

101. 野口泰司, 佐藤未知, 斎藤民．遠隔的な写真・動画共有による別居家族との交流促進の

中高齢者の心理社会的健康影響：a feasibility study．第 1 回日本老年療法学会学術集

会．2022 年 10 月 1-2 日（沖縄県国頭郡恩納村） 

102. 精山明敏, 三浦辰朗, 岡橋さやか, 小西奈美, モンテ・カセム．NIRS-EEG 同時測定に

よる運転者の眠気検知に関する基礎研究．第 28 回医用近赤外線分光法研究会・第 26

回酸素ダイナミクス研究会 合同研究会．2022 年 10 月 1-2 日(ハイブリッド開催) 

103. Suzuki K, Liu C, Santos L, Ueshima H, Sugiyama O, Yamamoto G, Okahashi S, 

Kuroda T.Video-Based Quantitative Evaluation of Upper Limb 

Movements.ICDVRAT 2022 (International Conf. on Disability, Virtual Reality and 

Associated Technologies)．Sep 7 2022(Online) 

104. Santos L, Liu C, Yamamoto G, Kuroda T, Okahashi S：RehaBricks - A Modular 

Electronic Peg Board for Exercise Adaptability in Upper Limb Rehabilitation．

ICDVRAT 2022 (International Conf. on Disability, Virtual Reality and Associated 

Technologies)．Sep 7 2022(Online) 

105. 増井幸恵, 中川威, 権藤恭之, 安元佐織, 小川まどか, 石岡良子, 春日彩花, 堀紀子, 稲

垣宏樹, 吉田祐子, 井藤佳恵, 髙山緑, 新井康通, 池邉一典, 神出計, 石崎達郎．地域在

住高齢者における老年的超越の 9 年間の縦断変化．日本心理学会第 86 回大会．2022

年 9 月 8-11 日（東京都世田谷区） 

106. 中川威, 安元 佐織, 樺山舞, 松田謙一, 権藤恭之, 神出計, 池邉一典．高齢者における

日々の感情の測定．日本心理学会第 86 回大会．2022 年 9 月 8-11 日（東京都世田谷

区） 

107. Nakagawa T, Sakurai T, Sugimoto T, Ono R, Noguchi T, Komatsu A, Uchida K, 

Kuroda Y, Arai H, Saito T．Cognitive changes predict mortality in people with 

Alzheimer's disease: NCGG-STORIES ． Alzheimer's Association International 

Conference 2022.Jul 31-Aug 4 2022（Online） 

108. 小松亜弥音，中川威, 野口泰司, 岡橋さやか, 金雪瑩, 斎藤民．要介護高齢者の介護に

関する意思決定への主観的な関与状況の変化．第27回日本在宅ケア学会学術集会.2022
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年 7 月 30-31 日（ハイブリット開催） 

109. 斎藤民, 野口泰司, 小松亜弥音, 中川威, 村山洋史．自主企画フォーラム：社会老年学

の視座から認知症者・要介護者の重度化予防・ウェルビーイング向上を考える．日本老

年社会科学会第 64 回大会．2022 年 7 月 2-3 日（東京都新宿区） 

110. 野口泰司, 尚爾華, 中川威, 小松亜弥音, 村田千代栄, 斎藤民．認知症スティグマ評価尺

度の日本語版の作成．日本老年社会科学会第 64 回大会．2022 年 7 月 2-3 日（東京都

新宿区） 

111. 中川威, 野口泰司, 小松亜弥音, 斎藤民．心疾患罹患に伴う人生満足度の変化の関連要

因．日本老年社会科学会第 64 回大会．2022 年 7 月 2-3 日（東京都新宿区） 

112. 小松亜弥音, 中川威, 野口泰司, 杉本大貴, 内田一彰, 黒田佑次郎, 小野玲, 荒井秀典, 

櫻井孝, 斎藤民．最期の場所に関する希望の認知症患者と家族間での共有状況: NCGG-

STORIES．日本老年社会科学会第 64 回大会．2022 年 7 月 2-3 日（東京都新宿区） 

113. 野口泰司．社会老年学の視座から認知症者・要介護者の重度化予防・ウェルビーイング

向上を考える「要介護者の重症化予防・ウェルビーイング向上に対する社会的要因」．

日本老年社会科学会第 64 回大会．2022 年 7 月 2-3 日（東京都新宿区） 

114. 野口泰司．コロナ禍がもたらした今後の健康課題を考える －保健医療福祉の連携、デ

ータの利活用、健康への影響－「地域高齢者への健康影響：コロナ禍における縦断調査

結果より」．第 68 回東海公衆衛生学会学術大会．2022 年 7 月 2 日（三重県鈴鹿市） 

115. CHANG L, 渡邊勇輝, 山本豪志朗, 岡橋さやか.没入型バーチャルリアリティを利用し

た認知リハビリテーション．第 66 回システム制御情報学会研究発表講演会．2022 年

5 月 20 日（京都府京都市） 

 

2021 年度 

116. 精山明敏, 小西奈美, 岡橋さやか,モンテ カセム．視覚情報が触覚に与える影響の

NIRS による検討．第 99 回日本生理学会大会．2022 年 3 月 16-18 日（ハイブリッド

開催） 

117. 黒澤泰, 三橋翔太, 松平泉, 中川威, 増井幸恵．Hard-to-Survey 概念を再考する開けら

れる扉/開けづらい扉/鍵のない扉．日本発達心理学会第 33 回大会．2022 年 3 月 5-7 日

（オンライン開催） 

118. 中川威, 安元佐織, 樺山舞, 松田謙一, 権藤恭之, 神出計, 池邉 一典．高齢者における

日々の社会的交流と感情の関連日誌調査による検討．日本発達心理学会第 33 回大会

2022 年 3 月 5-7 日（オンライン開催） 

119. 秋田喜代美, 成田健一, 伊藤大幸, 江尻桂子, 奥村優子, 中川威, 畑野快, 林創, 武藤世

良, 氏家達夫．誰もが無理なく楽しく活躍できる面白い学会とは？日本発達心理学会の

将来を展望した研究活性化に向けて．日本発達心理学会第 33 回大会．2022 年 3 月 5-

7 日（オンライン開催） 
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120. 野口泰司, 藤原聡子, 鄭丞媛, 井手一茂, 斎藤民, 近藤克則, 尾島俊之．高齢者・認知症

にやさしいまち指標と健康・幸福の関連：JAGES 横断研究．第 32 回日本疫学会学術

総会．2022 年 1 月 26-28 日（オンライン開催） 

121. 小嶋雅代, 渡邉良太, 安岡実佳子, 竹内研時,  斎藤民, 寺部健哉, 小嶋俊久, 尾島俊之, 

近藤克則. 地域在住高齢者における関節リウマチの診断とフレイル、社会的背景に関す

る検討：JAGES 横断研究. 第 32 回日本疫学会学術総会 2022 年 1 月 26-28 日（オン

ライン開催） 
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